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 何に、あるいは誰に信頼を置いているで

しょうか。ある方は、自分以外は誰も何も

信じない、と言われるかもしれません。他

には、家族や友人に、あるいは、人は信用で

きないから財産に信頼を置くという方もお

られるかもしれません。いずれにせよ、私

たちは何かに信頼を置いて生きることにな

ります。 

 今月の聖書のことばには「あなたがたは

君主を頼みとしてはならない。救いのない

人間の子を。」とあります。「君主」とは王

や首長などの支配的な地位にある人たちで

す。日本には「長い物には巻かれろ」や、「寄

らば大樹の陰」という言葉があります。そ

れに見られるように、力の強い人や立場、

地位に対してとりあえず従っていく傾向が

あるように感じます。しかし、聖書はそう

いった「君主」を頼みとしないように教え

ています。それは、「君主」とて「人間の子」

だからです。人間は限界があります。完全

無欠の人は一人もいません。それは君主と

て同じですし、政治家を見ていればよく分

かります。彼らも政策を間違えますし、そ

もそも不正を働くこともあります。国民の

ために政治をする、と言いつつも、自分た

ちの利権のために動いている場合もありま

す。それが「君主」であり「人間」です。そ

もそも、人間には死があります。聖書はそ

れを次のように表現しました。「霊が出て行

くと 人は自分の土に帰り その日のうちに 

彼の計画は滅び失せる。」 

「霊が出て行く」とは死を表現しています。

すると、人は自分の土に帰ることになりま

す。その結果、私たちの計画はすべて滅び

失せることになります。私たちは自分でい

つ死ぬのかを決めることはできません。仮

に自ら死を選び取ろうとしても、それが必

ず達成できるわけでもありません。聖書に

は雀の一羽さえも神の許しなしには地に落

ちることはない、とあるように、私たちの

「あなたがたは君主を頼みとしてはならない。救いの

ない人間の子を。霊が出て行くと 人は自分の土に帰り

その日のうちに 彼の計画は滅び失せる。幸いなことよ 

ヤコブの神を助けとし その神 主に望みを置く人。」 
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命も神の御手の中にあります。多くの人は

明日も生きるつもりで生きていますが、天

変地異をはじめ、不慮の事故や予期せぬ体

の不調によってあっという間に死を迎える

ことがあります。これも私たち人間の一つ

の現実であり、その時、明日の計画は全て

果たせないものになります。そのように、

君主であれ、自分自身であれ、私たちは不

確定・不確実な存在です。では、お金は裏切

らないかと言えば、完全な資産などなく、

恐慌が起これば途端にお金は紙屑になり、

あるいはビットコインなどの暗号資産なら

ば安全かと思えば、突然盗まれることもあ

り、突如財産が無に帰することもあります。

聖書はそのような不確定・不確実なものに

信頼するのではなく、神様に望みを置くこ

とこそ幸いだと教えます。 

「幸いなことよ ヤコブの神を助けとし そ

の神 主に望みを置く人。」 

この神様は人間が造り出した神ではなく、

天と地と海、またそれらの中のすべてのも

のを造られたお方です。虐げられている人

のためにさばきを行い、飢えている人にパ

ンを与えるお方です。天地万物を造られた

神様こそが全ての支配者であり、永遠に統

治されます。聖書は、この神様に助けを求

め、望みを置くように教えています。私た

ちに希望をもたらして下さるのは、唯一こ

のお方だけです。それは、先述の通り、人も

財産も有限であり、不確実な存在だからで

す。しかし、決して変わることなく、昔も今

も同じように私たち人間を守り支えてくだ

さる神様がおられます。ぜひ、そのような

神様がおられることを知って頂きたいと思

います。私たち人間にとっての幸いな道は、

天地万物の造り主である神様を助けとし、

この神様に望みを置くことであることを心

に留めて頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 ～集会案内～ 

〇日曜日：礼拝 10:30～12:00（終了予定） 教会学校 9:30～10:10（子ども科、成人科） 

〇水曜日：聖書研究祈祷会 昼 10:30～12:00  夜 19:30～21:00 

〇第 2金曜日：ユニケの会 10:00～12:00（子育てなどをしている方のための集い） 

★サクサクチャンネル（YouTube）もぜひご覧ください。表面の QRコードから見ることができます。 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人やモル

モン教、旧統一協会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

 

◆牧師のコラム 

今年の甲子園は横浜高校が春夏連覇するも

のと思っていましたが、一発勝負のトーナメ

ントの難しさを感じました。次女が沖縄生ま

れの私たちとしては、最終的には沖縄尚学を

応援し、見事に優勝したことは嬉しいことで

した。応援するというのは、何とも不思議で

す。沖縄尚学が勝ったとて、私には何の得に

もならないのですが応援し、一喜一憂しま

す。応援する感情とは何とも不思議だと思っ

た夏でした。 


